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夏
目
漱
石
と
丸
善
新
築
披
露
会

木

キ
Ｕ
■
イ

功

が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
安

政
三
年
の
と
き
は
緑
力
浜

（宇
部

の
海
岸
）
で
軍
事
訓
練
を
し
て
い

る
か
ら
、
そ
の
た
め
と
も
思
わ
れ

Ｚ
つ

。

そ
の
他
の
手
控

福
原
氏
は
萩
の
城
中
で
い
ろ
い

ろ
の
役
職
に
就
い
て
い
る
。
萩
の

重
役
は
月
に
五
日
ぐ
ら
い
寄
合
日

が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
日
は

五
ツ
時
こ
ろ
に
登
城
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
他
、
朔
日
や
節

句
は
ほ
と
ん
ど
の
武
士
が
登
城
し

て
御
目
見
を
し
な
け
れ
ば
ら
な
ら

い
式
日
で
あ

つ
た
。
そ
の
他
、
臨

時
の
全
城
が
あ
る
か
ら
楽
で
は
な

い
。
こ
の
手
控
を
見
て
い
る
と
、

平
服
で
登
城
し
た
が
、
御
目
見
が

あ
る
か
ら
城
中
の
記
録
所
で
杵
に

着
番
え
て
殿
様
の
前
に
出
仕
し
て

い
る
例
が
あ
る
。
着
物
も
い
ろ
い

ろ
の
場
合
に
よ
り
着
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
と
う
て
い
私

の
よ
う
な
ズ
ポ
ラ
な
奴
に
は
耐
え

ら
れ
ぬ
。
天
保
年
間
の
手
控
に
は

行
間
の
注
に
着
物
の
色
と
柄
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
標
榔

子
、
利
休
茶
な
ど
記
載
が
あ
る
か

ら
、
福
原
の
殿
様
は
色
や
柄
を
知

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
な

か
で

「
氷
上
」
と
は
何
か
、
調
べ

た
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

御
先
祖
様
の
命
日
に
は
必
ず
菩

提
寺
の
徳
隣
寺
に
参
話
し
、
萩
か

ら
他
出
す
る
時
は
御
暇
乞
と
し
て

参
話
し
、
節
旬
に
も
御
霊
社
、
春

日
神
社
、
普
賢
尊
、
こ
の
他
に
徳

隣
寺

へ
参
話
し
て
い
る
。
ま
た
、

毛
利
氏
の
忌
日
に
は
名
代
と
し
て

大
照
院
や
東
光
寺
に
参
詣
し
、
こ

の
後
、
無
事
済
ま
せ
た
こ
と
を
城

中
の
記
録
所

へ
報
告
に
登
城
し
て

か
ら
帰
宅
し
て
い
る
。

正
月
は
城
下
町
の
な
か
を
弁
当

持
参
で
年
始
を
廻
る
。
元
日
に
登

城
し
て
か
ら
廻
る
の
で
あ
る
が
、

福
原
親
俊
の
弘
化
四
年
正
月
六
日

を
み
る
と
、
ま
ず
天
樹
院
に
参
詣

し
、
二
十
九
家

へ
廻
礼
に
廻
り
、

夕
飯
後
に
七
家
を
廻

っ
て
い
る
。

正
月
二
十
六
日
に
は
五
十
三
家
、

二
十
七
日
に
は
三
十
九
家
を
廻

っ

て
い
る
。
福
原
親
俊
は
二
十
代
で

あ

っ
て
も
お
疲
れ
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
二
月
朔
日
と
三
日
に
も
二
、

三
〇
家
を
廻

っ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
城
下
の
ほ
と
ん
ど
の
家
を
廻

っ

た
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
が
萩
城
下
の
慣
例
な
の
か
、

そ
れ
と
も
親
俊
の
特
例
な
の
か
不

明
で
あ
り
、
こ
の
理
由
が
何
な
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。

毛
利
の
殿
様
も
楽
で
は
な
い
。

参
勤
交
代
で
江
戸
と
萩
を
往
復
し

て
い
る
。
例
え
ば
文
化
八
年
か
ら

少
し
記
し
て
み
る
と

文
化
八
年
三
月

一
日
　
発
篤

九
年
五
月
二
十
二
日
　
帰
城

十
年
二
月
五
日
　
発
鷺

十

一
年
五
月
十
九
回
　
帰
城

十
二
年
八
月
二
十
六
日
　
発
篤

十
三
年
六
月
八
日
　
帰
城

と
な

っ
て
お
り
、
本
当
に
行

っ
た

り
帰

っ
た
り
の
日
常
で
あ
る
。
こ

の
参
勤
に
は
殿
様
の

一
日
前
を
家

老
が
行
き
、
宿
場
で
迎
え
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
か
ら
、
お
付
き
の

衆
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
ろ

つヽ
。享

和
三

（
一
人
〇
三
）
年
五
月

十
七
才
の
青
年
、
毛
利
熙
載

（
ひ

ろ
と
し
）
は
江
戸
を
発
ち
、
木
管

路
を
通

っ
て
帰
国
の
途
中
の
中
津

川
の
駅
で
麻
疹
が
ひ
ど
ぐ
な
り
亡

く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
加

判
役
に
な

っ
て
い
た
福
原
房
純
の

手
控
に
記
載
が
あ
る
。
こ
の
な
か

で
江
戸
か
ら
医
者
を
送

っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
手
を
つ
く
し
て
い
る
様

子
が
わ
か
る
。
遺
体
は
火
葬
に
し

て
遺
骨
に
な

っ
て
萩
に
帰

っ
て
き

た
。
道
中
は
道
中
な
り
の
音
労
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

萩
の
武
士
も
湯
本
に
湯
治
に
行

く
。

一
回
の
湯
治
が
約
十
五
日
間

ぐ
ら
い
で
あ

っ
た
。
湯
治
に
行
く

前
に
徳
隣
寺
に
参
詣
し
萩
に
帰

っ

て
か
ら
も
参
詣
し
て
い
る
。
ま
た
、

湯
本
の
大
寧
寺
に
参
諸
し
て
い
る

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
湯
本
の
湯

治
の
途
中
で
俵
山
に
行
く
こ
と
が

あ
る
。
俵
山
の
湯
場
は
三
ツ
あ

っ

た
よ
う
で
、
福
原
氏
は

一
番
上
の

湯
に
入
り
、
中
と
下
の
湯
場
は
家

臣
が
は
い
っ
て
い
る
。

こ
の
手
控
は
萩
の
武
士
の
生
活

が
見
ら
れ
、
興
味
深
い
。

の
記
念
行
事
に
参
加
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
以
下
、
丸
善
の
社
屋
建

築
に
関
し
て
若
干
の
経
緯
を
述
べ

た
後
、
漱
石
が
参
加
し
た
披
露
会

の
様
子
を
紹
介
し
た
い
。

「丸
善
社
史
」
に
よ
る
と
、
丸

善
の
本
店
営
業
所
は
市
区
改
正
事

業
の
た
め
、
明
治
四
〇
年
六
月
に

二

一
二
坪
を
東
京
市
に
買
収
さ
れ

る
事
に
な
り
改
築
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。　
一
〇
月
二
二
日
か
ら
工
事

に
着
手
し
、
翌
明
治
四

一
年

一
二

月
三
日
に
棟
上
式
を
行
う
に
至
る
。

こ
の
間
旧
営
業
所
の
北
隣
に
仮
営

業
所
を
設
け
、
明
治
四

一
年

一
一

月
四
日
か
ら
営
業
を
続
け
た
。
と

こ
ろ
が
、　
一
年
後
の
明
治
四
二
年

一
二
月

一
〇
日
午
前
四
時
半
頃
、

隣
家
の
富
田
合
名
会
社
か
ら
出
火

し
た
火
事
が
、
仮
営
業
所
や
近
隣

数
戸
に
燃
え
移
り
、
結
局
丸
善
は

帳
簿
の
大
部
分
と
商
品
の
す
べ
て

を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

被
害
額
は
、
当
時
の
金
額
で

〈建

物
が

一
万
三
千
円
、
商
品
が
約
十

三
万
円
以
上
に
達
し
た
〉
②
と
い
つヽ
。

し
か
し
不
幸
中
の
幸
い
で
隣
接
地

に
建
設
中
で
あ
つ
た
新
社
屋

へ
の

廷
焼
は
免
れ
た
た
め
、　
一
人
日
に

は
新
社
屋
二
階
で
営
業
を
再
開
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
明
治

四
三
年
、
災
厄
を
乗
り
越
え
て
丸

善
新
社
屋
は
竣
工
し
、
五
月

一
日

に
落
成
式
を
盛
大
に
と
り
行

っ
た
。

五
月
九
日
に
は
、
東
京
市
内
の
新

夏
目
激
石
の
伝
記
研
究
に
関
し

て
は
、
す
で
に
荒
正
人
の

「増
補

改
訂
漱
石
研
究
年
表
」

（以
下

「研
究
年
表
」
と
略
）
が
あ
る
が
、

「研
究
年
表
」
の
中
に
空
白
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
「研
究
年
表
」

中
、
明
治
四
十
三
年
五
月
九
日
の

項
目
は
、

〈
五
月
九
日

（月
）
、

吹
国
産
風

「新
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

↓

①
と
あ
り
、
漱
石
に
関
す
る
記

載
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
網
羅

的
に
漱
石
関
連
の
資
料
を
収
集
し

た

「新
聞
集
成
夏
目
漱
石
像
」
の

第

一
巻
に
も
、
こ
の
九
日
な
い
し

十
日
の
激
石
に
言
及
し
た
資
料
が

見
あ
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
激
石
は
こ
の
日
、
丸

善
の
新
社
屋
落
成
に
ち
な
む

一
連
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聞
記
者
三
〇
余
名
が
新
社
屋
に
招

か
れ
建
物
を
見
学
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
は

「丸
善
百
年
史
拓
上
巻
に

収
め
ら
れ
た
、
「中
村
重
久
日
記
」

に
よ
る
五
月
九
日
の
様
子
で
あ
る
。

五
月
九
日
　
市
内
新
聞
記
者

（三
十
余
名
）
ヲ
招
キ
新
築
建

物
ヲ
一
覧
セ
シ
メ
其
ヨ
リ
帝
国

ホ
テ
ル
ニ
昼
餐
ヲ
供
シ
記
念
写

真

一
組
及
記
念
紙
入
ヲ
贈
ル
参

会
者
新
聞
記
者
ニ
ハ
三
宅

（雪

嶺
）
徳
富

（蘇
峰
）
夏
目

（激

石
）
石
川

（半
山
）
等
三
十
名

会
社
ョ
リ
小
柳
津
山
崎
斎
藤
内

田
等
九
名
小
柳
津
謝
辞
を
陳
ヘ

三
宅
続
テ
石
川
答
辞
ヲ
陳
へ
次

二
内
田
重
テ
謝
辞
ヲ
述
へ
午
後

二
時
三
十
分
散
会
ス
①

こ
の
日
記
中
小
丸
善
が
招
い
た

〈新
聞
記
者
〉
の
中
に
激
石
の
名

が
確
認
で
き
る
。

こ
の
招
待
に
つ
い
て
は
、
翌
日

あ
る
い
は
翌
々
日
に
各
新
聞
の
東

京
版
も
報
道
し
て
い
る
。
例
え
ば

「読
売
新
聞
」
（五
月

一
〇
日
付
）

は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

●
丸
善
の
新
築
披
露
　
九
日
午

前
十
時
半
か
ら
丸
善
株
式
会
社

の
新
築
披
露
会
が
あ
つ
た
▼
先

づ
同
社
楼
上
の
設
備
及
幾
千
種

の
書
籍
を
縦
覧
し
正
午
帝
国
ホ

テ
ル
の
午
餐
会
に
導
か
れ
た
▼

卓
上
先
づ
同
社
支
配
人
小
柳
津

要
人
氏
の
挨
拶
あ
り
次
い
で
起

つ
た
の
は
三
宅
博
士
で
あ
る
▼

丸
善
は
日
本

一
の
書
籍
会
社
と

云
ふ
け
れ
ど
も
日
本

一
に
し
て

は
書
冊
数
余
り
に
妙
き
は
何
が

為
だ
、
能
く
焼
太
り
と
云
ふ
事

が
あ
る
が
勢
力
旺
盛
な
ら
ざ
る

者
は
反
対
に
焼
細
り
を
や
る
も

の
也
国
光
社
は
即
ち
そ
れ
で
秀

英
社
は
反
対
に
却

つ
て
新
設
備

の
出
来
る
の
は
天
気
の
あ
る
為

だ
丸
善
も
斯
う
あ
つ
て
欲
し
い

▼
聞
く
小
柳
津
君
は
元
武
士
也

と
し
か
ら
ば
弦
に
武
士
気
質
を

出
し
て
寧
ろ
丸
善
の

一
部
分
を

図
書
館
と
し
之
を
解
放
さ
れ
て

は
如
何
と
例
の
口
調
で
或
は
皮

肉
り
、
或
は
部
撫
す
、
▼
次
で

石
河
幹
明
氏
は
丸
善
は
今
日
此

盛
大
を
な
す
も
滋
に
至
る
に
は

辛
苦
銀
難
の
頗
る
大
な
る
も
の

が
あ
つ
た
、
▼
嘗
て
は
書
店
の

傍
銀
行
を
営
ん
で
ゐ
た
が
慶
應

義
塾
の
預
金
な
ど
支
払
停
止
を

喰
つ
て
酷
ひ
目
に
逢
つ
た
事
が

あ
る
と
語
る
▼
内
田
不
知
庵
君
、

店
員
を
代
表
し
て
挨
拶
し
て
日

く
、
私
は
勿
論
丸
善
も

一
体
に

広
告
術
の
拙
な
方
で
あ
る
が
、

大
方
諸
君
が
我
々
の
微
力
を
助

け
て
下
さ
れ
な
ば
書
店
の
繁
栄

は
文
明
の
進
歩
、
国
家
の
利
益

と

一
致
す
る
訳
で
、
何
う
か
皆

様
に
も
機
敏
に
来
て
載
き
度
い

と
て
、
仲
々
巧
妙
に
広
告
を
し

た所
々
意
味
の
と
り
に
く
い
所
も

あ
る
が
、
午
餐
会
で
の
ス
ピ
ー
チ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か

孝
新
さ
せ
る
。
三
宅
雪
嶺
の

〈皮

肉
〉
な
挨
拶
を
、
同
席
し
た
漱
石

は
ど
ん
な
顔
を
し
て
聞
い
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

次
の

「東
京
朝
日
新
聞
」
（
五

月

一
一
日
付
）
は
、
「
中
村
日
記
」

が
記
載
し
た
以
外
の
文
学
者
名
を

伝
え
て
い
る
の
で
、
内
容
的
に

「読
売
新
聞
」
と
重
複
す
る
部
分

も
あ
る
が
併
せ
て
引
用
す
る
。

●
丸
善
の
落
成
披
露
会

丸
善
で
は
、　
一
昨
九
日
午
前

十
時
半
よ
り
市
内
の
新
聞
雑
誌

記
者
並
に
文
士
運
を
招
待
し
て

落
成
披
露
会
を
催
し
た
、
定
刻

に
及
ん
で
御
客
様
は
続
続
と
詰

懸
る
、
小
柳
津
社
長
を
始
め
と

し
て
役
員
連
ズ
ラ
リ
と
居
並
ん

で
丁
重
に
三
階
の
休
憩
室
に
導

く
、　
一
通
り
顔
が
揃
ふ
と
小
柳

津
氏
先
導
と
な
つ
て
案
内
す
る
、

電
話
室
に
は
二
人
の
交
換
手
が

五
つ
の
電
話
器
を
忙
し
さ
う
に

扱
つ
て
居
る
、
四
階
の
物
置
に

は
ギ
ツ
シ
リ
洋
書
が
詰
ま
つ
て

居
る
、
三
階
は
事
務
室
で
百
名

余
の
店
員
が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

や
カ
ー
ド
式
簿
記
帳
に
対
し
て

機
敏
に
働
い
て
居
る
、
二
階
は

陳
列
室
で
名
も
知
ら
ぬ
幾
百
巻

の
書
冊
が
新
式
の
書
棚
の
中
に

金
文
字
の
背
を
光
ら
し
て
居
る

四
階
は
文
房
具
室
や
西
洋
小
闘

物
の
陳
列
品
室
で
あ
る
、　
一
覧

相
済
み
ま
す
れ
ば

一
同
の
車
は

帝
国
ホ
テ
ル
ヘ
と
飛
ぶ
、
宴
半

ば
に
し
て
小
柳
津
氏
来
賓
総
代

と
し
て
雪
嶺
博
士
の
答
辞
、
石

川
氏
の
乾
杯
辞
、
内
田
魯
庵
氏

の
丸
善
の
来
歴
談
あ
り
て
二
時

半
散
会
、
当
日
の
客
人
は
総
数

三
十
名
の
上
に
出
で
、
蘇
峰
、

漱
石
、
水
哉
、
松
魚
、
秋
骨
、

孤
蝶
、
小
波
、
天
渓
等
の
諸
文

星
も
見
え
た
、
工
事
は
凡
て
佐

藤
工
科
大
学
助
教
授
の
設
計
に

な
つ
て
高
さ
が
避
雷
針
の
頂
ま

で
九
十
と
八
尺
、
工
費
概
算
二

十
余
万
円
に
上
る
さ
う
だ

「東
京
朝
日
新
聞
」
の
記
事
の

中
に
も
、
徳
富
蘇
峰
や
戸
川
秋
骨
、

馬
場
孤
媒
、
巌
谷
小
波
、
長
谷
川

天
渓
と
い
っ
た
人
々
に
混
じ
っ
て
、

漱
石
の
名
前
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
丸
善
の
新
築
披
露
会
に
関

し
て
は
、
激
石
自
身
の
日
記
や
書

簡
と
い
っ
た
身
辺
資
料
に
言
及
が

認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
上
記
し

た
中
村
日
記
と
新
聞
の
記
載
か
ら
、

明
治
四
三
年
五
月
九
日
の
午
前

一

〇
時
半
か
ら
午
後
二
時
半
ま
で
の

丸
善
新
築
披
露
会
に
、
激
石
が
出

席
し
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

翌
日

一
〇
日
は
、
明
治
四
二
年
五

月

一
〇
日
に
病
没
し
た
二
葉
亭
四

迷
の

一
周
忌
追
悼
会
の
日
で
あ
る
。

こ
の
追
悼
会
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
反
面
、
丸
善
に
集

っ
た
文
字
者

達
に
つ
い
て
は

一
会
社
の
記
念
行

事
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
社
史

の
一
頁
に
埋
も
れ
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

註①
　
荒
正
人

・
小
田
切
秀
雄
監
修

「増
補
改
訂
漱
石
研
究
年
表
」

昭
和
五
九
年
六
月
二
〇
日
、
集

英
社
。

②
　
司
　
忠

「丸
善
社
史
」
昭
和

二
六
年
九
月

一
五
日
、
九
善
株

式
会
社
。

③
　
飯
泉
新
吾

「丸
善
百
年
史
」

上
巻
　
昭
和
五
五
年
九
月

一
八

日
、
丸
善
株
式
会
社
。

④

　

「学
燈
」
編
集
室
所
蔵

「中

村
重
久
氏
日
記
抄
」
本
文
に
は
、

姓
名
の
後
の
括
弧
内
の
記
載
が

な
い
。
担
当
執
筆
者
木
村
毅
の

補
記
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

〈石
川
答
辞
ヲ
陳
へ
〉
と
あ
る
箇

所
で
、

〈石
川

（半
山
）
〉
と

さ
れ
て
い
る
が
、
後
掲
の

車読

売
新
聞
」
の
記
事
で
は

〈石
河

幹
明
〉
と
な

っ
て
い
る
。
「
東

京
朝
日
新
聞
」
に
は
、

〈石
川

氏
の
乾
杯
辞
〉
と
あ
る
だ
け
で
、

石
川
半
山
か
石
河
幹
明
な
の
か
、

判
然
と
し
な
い
。

な
お
末
尾
で
は
あ
る
が
、
貴
重

な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

「学
燈
」
編
集
室
に
御
礼
を
申
し

上
げ
る
。


